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氏  名  （ R o u l i  E s t h e r             ）  
論文題名 
 
円地文子文学における女性の自己表出 
――戦前と戦後作品の断続について―― 
 
論文内容の要旨 
 
 本研究は、円地文子（1905-1986）の作品における女性の自己表出に注目し、戦前から戦後に亘って、どのような断
続があるのかを捉え、各時代の作品において女性主人公はいかに自己を表出しているのかを考察するものである。 
 キーワードとして使われている「女性の自己表出」は「女性にとってタブーとされる怒りの感情や性的欲望や自分
の身体に対する思いや権利などを、無意識にあるいは意志によって、表現する行為」ということを意味する。 
 これまで、円地文学の研究は、しばしば行われているが、主に円地が作家として復活した戦後の作品に焦点を当て
ており、戦前の作品はほとんど無視されている。本研究においては、戦前・戦後の作品を一つの長い物語として考察
して、戦後の作品が生まれた背景には戦前の作品の芽生えがあるという立場をとる。 
 本研究の分析対象は、円地文学の1920年代から1960年代までの作品である。分析を進めるために、円地の作品を戦
前、戦後初期、最盛期という三つの時代に分け、その分け方の基準は、作品における男女間の力関係に著しく変化が
あるかどうかである。 
 同じ戦前、つまり1920年代後半から1930年代までに書かれた円地の作品の中でも、1930年の円地の結婚を境にして、
著しい変化が見られる。結婚前の円地は、“本当の現実”をまだ知っておらず、プロレタリア思想に期待を持ち、理
想的に世の中を見ていたと考えられる。この時期、円地にとって、文学は個人の内面を描写するだけでなく、もっと
大きい社会問題を反映するものとして捉えることができるものだと考えられていた。しかし、結婚して、夫との関係
がうまく行かなかったり、母と妻としての役割になれず、違和感を感じたりした結果、円地は家父長制社会における
男女間の力関係を実感したと考えられる。円地は現実社会に懐疑的な態度を持ち、自分の考えと家父長制社会におけ
る女性規範との間に葛藤が生じた。この時点で、円地は文学作品を自分の内面を描くもの、つまり自己表出するもの
だと考えるようになった。この考えが、円地に、内面描写が制限されている戯曲から自由に内面を描くことのできる
小説に移るように導いた。 
 「あらし」（1934）をはじめ、1930年以降に描かれた円地の作品は、戦後作品に展開する女性の自己表出のテーマ
の芽生えとして考えられる。自由に表現できるようになった戦後に入って、また円地自身も社会的・経済的に力を得
はじめてから、作品にまた変化が見られる。終戦直後から1950年代前半までに発表された戦後初期作品の特徴は以下
のとおりである。①男女間の力関係において、男性は支配側で、女性は被支配側である、②戦前の日本女性を取り巻
く状況の語り直しが行われている、③弱い立場に置かれても、女性はできる範囲で、夢やうわごとなどの無意識的な
表出や沈黙の行為で、自己表出する、④タブーと思われる性欲や怒りの感情を芸術的創造行為で昇華する。  
 1950年代後半は、円地が文壇に安定的な位置を確立した時期で、1960年代にかけて、社会的・経済的な力を手に握
ることができた。一流作家として認められた円地は、これまで蓄積された内面をより自由に作品に表現できるように
なった。この時期に、円地の傑作と知られている「妖」(1956)、『女坂』(1957)、『女面』(1958)、『小町変相』(1965)
などが発表された。この最盛期の作品の特徴は以下のとおりである。①男女間の力関係の動揺、②男性に依存しない
女性の登場が多くなる、③作中から夫が抹殺される、あるいは、登場しても、作中には重要な存在として描写されて
いない、④六条御息所や小野小町など、古典文学の女性登場人物の女の視点からの語り直し、⑤女性の怒り、性欲、
子宮のない身体の描写が作品にしばしば見られる、⑥解放のきっかけを与える女性の老いが作品に導入されている。 
 円地の私生活と照らし合わせれば、円地の女性主人公らは、実は円地の分身だと考えられる。各主人公に円地は自
分の思いを語らせて、現実世界で語られないことを、虚構の世界で語ることにした。現実世界で辛抱しながら、虚構
世界で自分を解放することによって、円地は八十年以上の生涯を生き延びることができたのである。円地の作品を考
察することによって、書くことは生きること、生きることは書くことという、家父長制社会における一人の女性のサ
バイバル戦略を間近に見る思いがする。 
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